
































  要約:わが国の社会情勢の目覚ましい変化は、国、地域社会に人口の都市集中化と過疎

化現象、住宅の高層化、交通戦争、環境汚染、子供の遊ぴ場・公園などの減少など、また

家庭には出生数の減少、核家族化、就労婦人の増加などをもたらした。それに加え、高齢

化社会、少子化時代が大きな社会問題となってきた。

  このような目まぐるしい社会生活では、乳幼児期におはる精神的・情緒的およぴ社会的

発達になんらかの影響すると考えられ、最近社会問題化されている学童から思春期にかけ

ての諸問題につながっていることが伺われる。

  したがって、21 世紀前半に到来するといわれる著しい高齢化社会、少子化時代に際し、

乳幼児の健康管理およぴ健康教育は、「ヒトの心」の在り方や OOL の向上を念頭においた

精神的および社会的発達を強調したプログラムによる乳幼児健診の必要性およぴ重要牲を

考慮したものでなはればならない。

 平成 6 年度、地城保健法の改定に伴い地域格差が問題視しされ、健診レベルの低下が危

惧されている。その対策の一つとして、専門職のいない、すなわち保健婦が中心的な役割

を受け持つ地域における乳幼児の神経発達健診に際しての手引書を作成した。

 今後、さらに健診の質の維持・向上を目指し、地域に密着した在り方を模索するととも

に、(1)定期健康診査の質・数の確認と迅速、旦つ的確な行政対策の対応、(2)健診レベル

の質の低下をきたさないよう医師・保健婦などの母子保健・小児保健職種の教育訓練、更

に、(3)境界児を合めた小児やの家族支援のための地域特性の追跡的援助システムの確立

(事後措置の整備)が重要であると考える。


